
支え合いフォーラムを
　　開催しました

　8月 30日（金）桜が丘いきいき交流センターにおいて、220 名以上の参加を得て、
赤磐市と共催で「令和元年度支え合いフォーラム」を開催しました。
基調講演の他、市内外 4団体の実践発表を行いました。（詳細は 2ページにて紹介します） 

下市レインボー会

内藤　清文　氏
西窪田ふれあいサロン

越宗　晶代　氏
玉野市和田地区社会福祉協議会

会長　三浦　康男　氏

ひまわり会　メンバーの皆様

NPO法人　みんなの集落研究所

　　阿部　典子　氏

※この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金及び赤磐市社会福祉協議会会費によって発行しています。
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《実践発表》

　慣れ親しんだ仲間と介護予防を目的に８０代、90 代の
７名で行われる、みじかな地域の居場所づくり活動。

※民生委員児童委員：大森亜古氏
　愛育委員：生本甲氏を含めた３名で発表

　みんなで支える集いの場づくり。
たくさんのボランティアの協力によるふれあいサロン。

令和元年度　支え合いフォーラム

感想
感想

～支え合いの活動を広げるきっかけに～
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地域での支え合いの輪を広げよう地域での支え合いの輪を広げよう

　赤坂地域軽部地区では、7月 30日 ( 火 )
赤坂健康管理センターで、NPO法人みんな
の集落研究所の阿部典子氏を講師にお招き
し、地域の社会資源や地域課題を共有し、地
域づくりのヒントを学ぶことを目的に開催し
ました。
　参加者それぞれの思いや感じていることを
出し合った後、全体共有を行いました。
　次回ワークショップでは、地域でできるこ
とのアイデア出しをより深めていき、支え合
いの地域づくりをみなさんと考えていきたい
と思います。

　赤坂地域笹岡地区では、7月 31日 ( 水 )
笹岡公民館で、昨年度実施した地区社協説
明会等を踏まえ、今回はワークショップ式
に地域の課題の洗い出しや課題に対してど
んな取り組みが必要か参加者からアイデア
だしを行いました。
　様々な意見を踏まえ、課題解決に向けて
住民が主体となって地域を良くしていくた
めに何が必要か、福祉のまちづくりに向け、
今後はより具体的に話し合いを深めていき
たいと思います。

福祉座談会等はじまりました

笹岡の地域づくりを
考える会（福祉座談会）

支え合いの地域づくり
ワークショップ in 軽部

▶
ア
イ
デ
ア
出
し
な
ど
の
全
体
共
有

話し合いの場 で地域を見つめ直すことが大切です♪
～それぞれから出た主な意見～

各地域には、それぞれ課題や困りごとがあります。一方で、社会資源といわれる「もの」「こ
とがら」「ひと」のように、多くの良いことや行っていることなどがあります。今後は、地域課
題の解決に向けて、それらを結び付けるためのアイデア出しを深めていきたいと思います。
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　福祉推進員が中心となり、毎
月 1回ふれあいサロンを実施し
ています。茶話会や催事行事に
取り組むことで住民のつながり
が深まっています。12月にはク
リスマス会が計画されています。

　住民有志で、年間 7回の予定
でふれあいサロンに取り組んで
います。ゴキブリ団子づくりや
ゲーム、合唱など多彩なメニュー
を通して、地域の人々が気軽に
集い、交流できる環境作りを目
指しています。

　桜が丘西８丁目町内会「見守り隊」は平成
２９年度に結成し、民生委員児童委員、福祉
推進員が中心となり、町内会の支え合いの仕
組みづくりのため、ご近所福祉ネットワーク
活動に取り組まれてきました。

　今年度もふれあいサロンが新たに立ち上がりました。
ふれあいサロンができることで住民同士のつながりが生
まれ、助け合いや支え合いを目指した地域の福祉活動が広
がりを見せています。

　７５歳以上のひとり暮らし高齢者のうち、
老人クラブの行っている活動等（百歳体操や
フォークダンス等）に参加されていないかたの
体調や家での困りごとなどについて把握がしづ
らく、支え合いの必要性が高まっていました。

　福祉推進員を中心とした各委
員が連携・協力しながら年間 3
回の予定でふれあいサロンに取
り組んでいます。12月には苔玉
づくりが計画されています。

新たに立ち上
がった３カ所
をご紹介しま
す！！

今年度はポロ
シャツを購入
し、活動して
います

　子育て世代のかたも協力者として参加しており、「自分たちの地域は自分たちで守る」
という意識のもと活動を続けられています。見守り活動や情報交換会、アンケート調
査などを今後の活動に反映していきたいと代表者 (福祉推進員 )は話されています。

グリーンサロン
グリーンタウン殿谷地区

河田原仲間づくりの会
河　田　原　地　区

勢力いきいきサロン
勢　力　地　区

ふれあい・いきいきサロン活動紹介

活動を開始したきっかけ

活　動　紹　介

◀代表者の井上さん

ご近所福祉ネットワーク活動紹介ご近所福祉ネットワーク活動紹介

●見守り協力者はお揃いのジャンパーを着用し、
町内会の見守り活動を行っています。

●介護予防アンケートの実施を行い、町内会の高
齢者のニーズ把握を行いました。

●協力者の情報交換会
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　車いす体験でも同じように、日常で当たり前にしていることが車い
すを使用して行うとどう感じるかを体験しました。例えば、ちりとり
とほうきで掃除をしたり、段差や、坂道を移動する体験などをしました。
体験後には、「段差などで困っている人がいたら手助けをしようと思う」
との思いやりの気持ちが聞かれました。

　特別養護老人ホーム広虫荘の髙塚荘長をお招きし、高齢者疑似体験・
車いす体験を行いました。高齢者疑似体験では、特殊なゴーグルやサ
ポーターなどを使用し、高齢者特有の身体状況の体験ができます。そ
の状態で、普段何気なくしている洗濯たたみや立ち座りの動作を行な
い、どのような点に苦労するか体験を通して学びました。「体が重くて、
見えにくいし大変だ」との声が聞かれ高齢者の気持ちが理解できたの
ではと思います。

 

▲夏のボランティア体験での様子

～私たちの地域に輝くボランティア紹介～

手話サークル「山陽ももの会」
　主な活動として、月４回の定例会、（月曜日１９：００～２１：００）市内の
小学校で行っている出前福祉講座での講話や手話指導の講師、夏のボランティア
体験事業での中高校生への手話指導をされています。
「子どもたちの覚えの早さには毎回驚かされると同時に、たくさんのことを学ん
でいる様子を見てやりがいを感じます」とお話されます。ご興味のあるかたは、
あかいわボランティアセンター山陽ステーション（☎９５５ー８８７７ ）まで
お問い合わせください。

出前福祉講座のメニュー 

　　●車いす体験

　　●高齢者擬似体験

　　●点字体験

　　●手話体験　等実施しています
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高齢者関係施設等での活動

保育園等での活動
　夏休みを利用して、市内の中学生・高校生・大学生・社会人２６４名が
ボランティア活動を体験しました。体験を通じて、さまざまな人と出会い、
新しい気付きを得た活動者の姿が見られました。活動者の体験の様子と感
想の一部を紹介します。

▲お絵描き（山陽桜保育園）

▲水遊び（いちょうの森こども園）

▲園児とのふれあい（赤坂ひまわりこども園）

▲お祭りの準備（周匝保育園）

▲チラシの作成（子育て支援センターチャルラル）

▲レクリエーション（デイサービスセンター長尚苑）▲壁画作り（デイサービスセンターひろむし）

▲夏まつり（山陽デイサービスセンター）▲レクリエーション（両宮の里）
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障がい児・者関係施設等での活動

ボランティアグループ等での活動

～今年度受け入れにご協力をいただいた施設・団体紹介～
ご指導ありがとうございました

▲カバーかけの作業（しあわせの家） ▲袋詰め作業（ワークス太陽の家）

▲竹筒鉄砲作り（山陽子どもアイランド）▲食事作り（熊山地域昼食会）

〇活動先：わかたけ作業所
赤坂中学校３年　藤原 梨々子さん
　ボランティア体験を終えて、仕事
の大変さが少し分かった気がします。
大変な中でも、仲間同士で楽しく作
業されているかたが多く、作業所は
いつも明るい雰囲気に包まれていま
した。「できる」「できない」がある
中で、お互いに補いながらしていて
とても楽しそうでした。

〇活動先：山陽東小学校
磐梨中学校１年生　柏原 里奈さん
　算数教室では、しっかり積極的に
教えてあげることができました。参
加の回数を重ねるごとにどんどん教
える力が身につきました。人の役に
立てることが嬉しくなったので、ど
んどんボランティアに参加出来たら
良いと思います。
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　皆様からお寄せいただく会費は、地域に根ざした活動を行う上で、
大変貴重な財源となっています。本会の活動趣旨にご賛同いただき、
会員としてご支援・ご協力くださいますようお願いいたします。
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 　住民会員は、地区役員等を通じ会員募
集のお願いをしています。また、年間を通
じて各事務所でも受付けています。

《主な会員会費の使途》
　・地域の見守り・支え合い活動
　・ボランティアの育成・福祉教育
　・高齢者の支援
　・障がい者（児）の支援
　・子育ての支援　　　など

（
）
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１１月２４日（日）　９：００～１２：００

赤磐市熊山浄化センター（赤磐市松木４１０）

講話：「平成３０年７月豪雨災害でのボランティア体験について（仮）」
　　　災害ボランティア・コーディネーター　荒川　研　氏
体験 :｢災害ボランティアセンター体験」

赤磐市内在住・在勤者　３０名程度

１１月１５日（金）まで

赤磐市社会福祉協議会地域福祉課及び各事務所

日　　時

場　　所

内　　容

対　　象

申込期限

お問い合わせ先

令和元年度　災害ボランティア講座 を開催します

▲グループワーク時の様子

広
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令和元年度　第１回
赤磐市社会福祉法人連絡会
地域づくり推進部会

令和元年度　
赤磐市戦没者追悼式

　「赤磐市社会福祉法人連絡会」に加入する１４法人
１６事業所で構成された地域づくり推進部会が７月
２９日（月）に開催されました。
　本部会は、各法人での取り組みや地域の課題など
の情報交換・検討を目的に昨年度に発足し、活動を
行っています。
　今回は、各グループに分か
れ、「赤磐市の強み」につい
て活発な意見交換が行われま
した。意見交換において出た
ご意見は、今後の部会で活用
し公益的な活動へつなげてい
きたいと考えています。

　７月１０日（水）、赤磐市と共催のもと、山陽ふれ
あい公園で令和元年度赤磐市戦没者追悼式を執り行
いました。
　岡山県知事代理、岡山県議会議員をはじめとした
ご来賓、ご遺族、主催者総勢約１７０名のご参列を
いただきました。
　戦後から７４年が経ち、ご遺族の高齢化が進むな
か、お１人おひとりが献花台に白菊をお供えし、過
去の大戦において尊い命を捧げられた多くの戦没者
の御霊に黙祷を捧げ、哀
悼の意を示しました。戦没
者のご冥福をお祈りすると
ともに、戦争のない平和な
世界の実現へ誓いを新たに
しました。

◀
訓
練
の
様
子
（
昨
年
度
）
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　いただきものや買いすぎてしまったもの
など、ご家庭に眠ってる食料の寄付を募集
しています。
　ご協力いただいた食料は、生活に困って
いるかたのサポートに役立てます。皆様の
ご協力をお願いします。

「もったいない」を

あなたの善意が暮らしを支えます！
「ありがとう」へ

募 集 内 容

募 集 内 容

募 集 内 容

【お問い合わせ先】赤磐社会福祉協議会生活支援課（赤磐市社会福祉事務所内）　　086-955-5500
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おかやま
愛カード協賛店

になります

令和元年 10月 1日より、『おかやま愛カード』を
ご掲示いただくと、  「足王乃湯」を 200円で
ご利用いただけます。
（他の割引との併用はできません。）

　センターでは健康講座や娯楽イベントを計画しています。皆様是非お誘いあわせのうえご参加ください
（参加費無料・事前申込不要）。　

イベント情報

「高齢者に多く見られる眼疾患の早期発見と予防」
１０月８日（火）　１３：３０～１５：００
講師 ：山下　力　氏
（川崎医療福祉大学　リハビリテーション学部

視能療法学科　准教授）

〈健康講座〉

10月 29日（火）・11月 26日（火）
　　　　　　　　　　　　　13：30～ 15：00
講師 ：高見　博子　氏（吉備国際大学　非常勤講師）
※　持参物：タオル（手ぬぐい）

〈ふれあい健康教室〉

11月 28日（木）　13：30～ 15：00
講師：笹埜　三世里　氏
（川崎医療福祉大学　医療技術学部　
　　　　　　　　　　　　　臨床栄養学科　特任准教授）

〈生活習慣病予防のための食事と食事療法〉

 「『足王乃湯』ハワイアンステージ」
　（生バンド演奏とフラダンス）

１１月１６日（土）　１０：３０～１２：００
演者：バンド　　アロハメイツ
　　　フラチーム　　森絹代とフラシスターズ

エオノ・プア・マリエ（予定）

〈娯楽イベント〉

ご応募おまちしております

山陽老人福祉センターは、主に高齢者のかたが趣味に、教養に、健康
にいきいきと過ごしていただくことを目的とした施設です。
また、センターには、「足王乃湯」（天然温泉）という浴場があり、世
代を超えた交流を深めることのできる憩いの場として、多くのかたにご
利用されています。
　市民に親しまれ気軽に利用してもらえるような愛称を考えてください。

老人福祉センター
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愛　　称

歳

〒

ー

年　齢

（　　　）

性　別 男・女
お 名 前

ご連絡先
電話番号

（愛称を決めた理由）

ふ  り  が  な

ふ  り  が  な

◎応募者の個人情報は、本事業に限りしようすることとし、他の目的には使用しません。
◎入賞者の氏名及び住所（地区名まで）について公開します。
◎募集要項に取り決めのない事項については、本会の判断により決定します。

赤磐市社会福祉協議会　〒709-0821　赤磐市河本 778-1
山陽老人福祉センター　〒709-0816　赤磐市下市 574-2
各地域事務所

本所（代表）

地域福祉課

生活支援課

赤坂事務所

熊山事務所

吉井事務所
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